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○

金
融
商
品
取
引
法
第
六
章
の
二
の
規
定
に
よ
る
課
徴
金
に
関
す
る
内
閣
府
令
（
平
成
十
七
年
内
閣
府
令
第
十
七
号
）

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前

欄
に
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
項
を
削
る
。

改

正

後

改

正

前

（
審
判
手
続
に
お
い
て
提
出
す
る
書
面
の
記
載
事
項
）

（
審
判
手
続
に
お
い
て
提
出
す
る
書
面
の
記
載
事
項
）

第
二
条

［
略
］

第
二
条

［
同
上
］

２

［
略
］

２

［
同
上
］

３

準
備
書
面
そ
の
他
の
指
定
職
員
（
法
第
百
八
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指

３

準
備
書
面
そ
の
他
の
指
定
職
員
（
法
第
百
八
十
一
条
第
二
項
に
規
定
す
る
指

定
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
審
判
手
続
に
お
い
て
提
出
す
る
書
面
に
は

定
職
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
審
判
手
続
に
お
い
て
提
出
す
る
書
面
に
は

、
被
審
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る

、
被
審
人
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
、
指
定
職
員
が
記
名
す
る
も
の
と
す
る
。

事
項
を
記
載
し
、
指
定
職
員
が
記
名
押
印
す
る
も
の
と
す
る
。

（
事
件
記
録
の
謄
本
の
様
式
）

（
事
件
記
録
の
謄
本
の
様
式
）

第
十
条

法
第
六
章
の
二
第
二
節
又
は
こ
の
章
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
謄
本

第
十
条

法
第
六
章
の
二
第
二
節
又
は
こ
の
章
の
規
定
に
よ
り
作
成
す
べ
き
謄
本

に
は
、
当
該
謄
本
を
作
成
し
た
審
判
手
続
の
事
務
を
行
う
職
員
が
、
そ
の
記
載

に
は
、
当
該
謄
本
を
作
成
し
た
審
判
手
続
の
事
務
を
行
う
職
員
が
、
そ
の
記
載

に
接
続
し
て
当
該
謄
本
が
原
本
と
相
違
な
い
旨
を
付
記
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
記

に
接
続
し
て
当
該
謄
本
が
原
本
と
相
違
な
い
旨
を
付
記
し
、
か
つ
、
こ
れ
に
記

名
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

名
押
印
し
て
、
毎
葉
に
契
印
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
措
置
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
審
判
調
書
の
形
式
的
記
載
事
項
）

（
審
判
調
書
の
形
式
的
記
載
事
項
）

第
二
十
五
条

［
略
］

第
二
十
五
条

［
同
上
］
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２

前
項
の
調
書
に
は
、
審
判
手
続
の
事
務
を
行
う
職
員
が
記
名
し
な
け
れ
ば
な

２

前
項
の
調
書
に
は
、
審
判
手
続
の
事
務
を
行
う
職
員
が
記
名
押
印
し
、
審
判

ら
な
い
。

長
が
認
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

［
項
を
削
る
。
］

３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
審
判
長
に
支
障
が
あ
る
と
き
は
、
審
判
長
以
外
の

審
判
官
が
そ
の
事
由
を
付
記
し
て
認
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
審
判
官
に
支

障
が
あ
る
と
き
は
、
審
判
手
続
の
事
務
を
行
う
職
員
が
そ
の
旨
を
記
載
す
れ
ば

足
り
る
。

備
考

表
中
の
［

］
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。


